
 

 

はじめに－復興を象徴する桜の誕生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景－持続可能な世界実現のために様々な課題に対応する必要がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興を象徴する桜「玉夢桜」で SDGｓ達成に挑む 

            宮城県農業高等学校 

東日本大震災が発生した当時、名取市の沿岸部にあった私たちの学校は津波の被害を受け全壊したが、そ

の後、津波から奇跡的に生き延びた桜が花を咲かせ、私たちを勇気づけた。これらの桜を増殖し、復興の

シンボルとして、被災地である沿岸部を中心に植樹をしてきた。しかし、植樹してきた桜は木々がなくな

った海からの潮風を受け、塩害を起こした。この時期より、潮に強い桜をと人工交配を繰り返し、今回紹

介する桜はオオシマザクラとタオヤメから生まれた。その切り枝を集団移転先である玉浦西地区の大花見

会に展示したところ住民から地名にちなんだ命名を期待する声が寄せられ、玉浦西地区と丸みを帯びた花

の形から「玉」、早期復興を成し遂げて夢や未来に思いをはせてほしいとの願いを込めて「夢」を選び、「玉

夢桜」と命名。地区と共同で申請し、公益財団法人日本花の会より正式に新品種として認定された。岩沼

市役所の菊地市長を訪れると「震災の経験を桜に託し後世につなげてほしい」と嬉しいお言葉をいただい

た。こうして「玉夢桜」は復興を象徴する桜となったのである。 

 

課題②今なお続く塩害 

東日本大震災前は木々に覆われ

ていた沿岸部も津波により、木々

が失われ、海からの潮風を直接受

けるようになり、沿岸部で植物を

育てるのは未だ困難な状況が続

いている。 

課題③異常気象による土砂災害 

異常気象による災害は増加の一

途をたどり、人々がいつまでも安

全に暮らせる状況を脅かしつつ

ある。特に令和元年度台風による

土砂災害で大きな被害を受けた

丸森町は記憶に新しい。 

課題①深刻な温暖化 

2015 年の「パリ協定」において

日本はCO₂排出量の 26％削減を

約束し、その１割を森林整備等に

充てた。その後、日本でも「気候

変動適応法」が制定され、気候変

動対策は急務となっている。 

機能性①「玉夢桜」は CO2 吸収

量に優れる品種である 

ガス検知管を用い、CO2の吸収量

と O２の放出量を求めた結果、葉

100ｃｍ２あたりの玉夢桜の CO

２の吸収量は同じく環境浄化木

として有名なオオシマザクラの

約５倍という数値であった。玉夢

桜は二酸化炭素吸収量に優れる

品種であり、気候変動対策が期待

される桜であることが証明され

た。 

機能性②「玉夢桜」は塩害に強い

品種である 

沿岸部で桜の葉の塩害率を調査

した結果、マメザクラ 39.9％、ソ

メイヨシノ 13.7％に対し、玉夢

桜は0.2％ととても低い数値を示

した。Na＋の吸収量について、マ

メザクラ 1800ppm、ソメイヨシ

ノ 1375ppm に対し、玉夢桜は 6

10ppm と低い数値を示した。玉

夢桜は塩害が起きにくい品種で

沿岸部での植樹の適性を示した。 

機能性③桜を植樹することで土

砂災害に強くなる 

被害を受けた丸森町を訪れる途

中、土砂崩れに耐えている桜を発

見。桜のすぐ横では、土が崩れて

いるのを見て、桜の根で被害が減

少したと仮説をたて、広葉樹であ

る桜と針葉樹である松を用い栽

培実験を行った。その結果、広葉

樹は、傾きとは反対側に根を伸ば

すことで幹を引っ張り、土砂崩れ

などに強くなることが判明した。 

研究の目的－「玉夢桜」で SDGｓ達成に挑む 

対応策－「玉夢桜」の機能性を活かし上記課題に対応する 



普及活動－植樹によって広がる地域の輪 

現在までに植樹してきた桜の本数は 1000 本を超え、玉夢桜についても順調に植樹本数を伸ばしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＤＧｓ達成を目指して－環境省との連携事業 

このように植える SDGｓといっても過言ではない玉夢桜を、全国ユース環

境大会に出したところ、最高賞である「環境大臣賞」を受賞。当時環境大臣

であった小泉進次郎氏の提案で新宿御苑での玉夢桜引き渡し式を皮切りに

環境省との連携が開始された。その

後、名取トレイルセンターにて、小泉

進次郎環境大臣とお会いした時には

「新宿御苑の玉夢桜が２ｍまで育っ

たので今度見に来てほしい」と嬉しいお言葉をかけていただいた。 

また、このような私たちの１０年間に及ぶ活動は、環境省が発行する「環境

白書」へ掲載された。 

復興を象徴する桜「玉夢桜」で SDGｓ達成に挑む－今後の展望 

私たちの植樹活動はまだまだ続く。日本花の会の協力のもと苗生産も本格化し、次の植樹目標は２０００本であ

る。そして今後も、この変わりつつある被災地宮城から、“持続可能な未来を照らす桜”をいまの地球環境を未来

へ残すために笑顔で伝えていく。 

岩沼市は震災後の浸水面積が市 

域の約４８％であり、この数値は

被災した沿岸市町村では最大規模である。本校が桜

を植樹してきた本数 

は１０００本を超え 

るが、その内の約半 

数となる４４８本は 

岩沼市に植樹してい 

る。 

          岩沼市千年希望の丘での植樹の様子 

東日本大震災での津波塩害に

より、土壌の塩分濃度が上がっ 

たことと、海からの潮風により植物を栽培すること

が困難であった石巻 

市松並公園。「桜を 

見たい」という地域 

の声を受け塩害に強 

い玉夢桜の植樹に至 

った。 

石巻市松並での植樹の様子 

岩沼市 石巻市 

みちのく潮風トレイルは、青森県

八戸市から福島県相馬市をつな 

ぐ、全長 1000 キロを超えるロングトレイルであり、

名取市にある名取ト 

レイルセンターはそ 

の拠点として道中に 

ある。ここにも桜の 

植樹を行っており、 

環境省との連携事業 

(後述)も行われた。 名取トレイルセンターでの環境省連携 

名取市 日本三景として有名な、松島で

は松が枯れ深刻さが増す中で 

新しい名所づくりが模索されている。「桜を新名所

に」という地域の声 

を受け 12 本の玉夢 

桜を陸前浜田駅前公 

園に仮植，今後利府 

町役場庁舎前に２本 

と本公園１０本植樹 

する予定である。  陸前浜田駅前公園での仮植の様子 

利府町 


